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＜ノートルダム大学フットボールについて＞ 
 
 米国インディアナ州サウスベンド近郊にあるノートルダム大学は、ロ

ーマ・カトリック教会によって 1842年に創立された私立大学である。学部生約
8 千名、大学院生は 2 千名で、US ニューズ＆ワールドリポートによる大学総合

ランキングで全米トップ 20 以内に毎年位置しており、米カトリック教会創設の

大学としては最も高い学業レベルの名門大学である。 

 スポーツの名門校としての知名度は、同大学伝統のアメリカンフット

ボールと『ファイティング・アイリッシュ』のニックネームと共に、米カレッ

ジフット界の象徴として不動の地位を得ている。1887 年に開始したフットボー

ルの通算勝利数 824 勝は、ミシガン大学（869 勝）に次ぐ第 2 位（07 年終了現

在）。全米優勝 11 度、全米大学最優秀選手賞のハイズマン杯受賞者 7 名、48 名

に及ぶカレッジ名誉の殿堂入りメンバーなど、輝かしい歴史を証明するエピソ

ードは枚挙に暇がない。 

 最近の優勝は 1988 年と、近年の人気と共に厳しくなったシーズン日程

の影響を受けてタイトルから遠のいているのが現状だが、その伝統と実績の高

さから、独立校（※1）ながら一定の条件を満たせば新年の 4大ボウルのいずれ

かに出場する権利を得る特別扱いを受けている。1991 年から NBC テレビが同大

のホームゲームを独占契約で中継し続けている破格の待遇もその人気の裏付け

だが、今季 2015 年までの契約延長が発表されて大きな話題を呼んでいる。 

 モノグラムクラブとは同大のアスレチック・デパートメントが統括運

営するスポーツ団体（男女とも 13 団体ずつ）の活動を支えるためにフットボー

ル、ベースボール、バスケットボール、そして陸上競技の４団体が中心になっ

て 1898 年に設立された支援組織で、現在その活動は数多くのＯＢが中心になっ

て運営されている。ノートルダム大学で活躍中のアスリート生らの奨学金はも

とより、大学内にあるスポーツ施設などは、このモノグラムクラブによる基金

によってまかなわれている。 

 

※1 NCAA１部 A所属の 120チーム中、116校はそれぞれ 11のカンファレンス（連盟）に加盟している

が、ノートルダム大学、陸軍士官学校、海軍兵学校などは独立校としてカンファレンスに所属していない。

なお、ノートルダム大学フットボール以外は、ビッグ・イースト・カンファレンスに所属している。 
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＜ルー・ホルツ氏について＞ 
 
 ノートルダム大学ファイティング・アイリッシュ“レジェンズ”を率

いることになったルー・ホルツは、1986~1996 年に同大を率い、1988 年の全
米優勝に導いた名伯楽である。 
 ケント州立大学でラインバッカーとしてプレーした後に、1969年にウ
イリアム＆メアリ大学でヘッドコーチ就任。72年からノースキャロライナ州立
大学、77年からアーカンソー大学、84年からミネソタ大学と渡り歩き、この間
14年間に 116勝 65敗 5分、ボウルゲーム出場 12度（6勝 4敗 1分）の戦績を
評価されてノートルダム大学の第 25代ヘッドコーチとして迎えられた。 
 ノートルダム大学での 11シーズンは 100勝 30敗 2分、９度のボウル
出場（5勝 4敗）。1987年には同大史上７人目となるハイズマン杯WRティム・
ブラウンを育て上げ、翌年全米優勝と輝かしい“ホルツ・エラ”を築き上げた。

ノートルダム大学史上二人目となる 100 勝コーチとなって勇退した際には、同
大伝説のコーチ、ヌート・ロックニー（1918~30年）の 105勝を上回ることを
あえて避けたのではないかとの憶測も飛び交ったが、遂にこの件については言

及しないままだったことも、現在にいたるホルツ人気の一端を担っている。 
1999~2004年には南キャロライナ大学の再建のためにカレッジ・コー

チに復帰。就任１年目に自身初となるシーズン全敗の屈辱を味わったが、翌年 8
勝 4敗とカムバックを果たし、同大でのキャリヤは 33勝 37敗、2度のボウル
出場（２勝）となった。 

生涯記録は 249勝 132敗 7分、ボウルゲーム出場 22回（12勝 8敗 2
分）。1977年、1988年に全米最優秀コーチ。1972年、2000年は所属カンファ
レンスのコーチ・オブ・ザ・イヤーに選ばれた。全米大学オールスター戦のジ

ャパンボウルでは、３度の来日経験がある。 
今 2008年 5月 1日にカレッジ名誉の殿堂入りが決まり、同大 48人目、

コーチとしては 6人目のホール・オブ・フェイマーとなった。 
 1937年ウエストバージニア州フォーランスビー生まれ、71歳。長男ス
キップは現在、東キャロライナ大学のヘッドコーチを務めている。 
 ノートルダム大学のヘッドコーチ引退後はCBSスポーツのカレッジフ
ットボール・アナリストとなり、現在はスポーツ専門チャンネル ESPNでカレ
ッジフットボール・スタジオアナリストを務めている。 
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